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論 文 内 容 の 要 旨 
小島直子氏の博士学位請求論文  Motivation in English-Medium Instruction in a 
Japanese University: Exploring Better Pedagogical Practices from the Perspective of Self-
Determination Theory（日本の大学における英語を媒体言語とした授業の学習意欲に
ついて：自己決定理論の視点から探るより良い教育実践の模索）は、４つの研究を中
核として、10章から成り立っている。 
 
導入部（Part 1） 
第１章：Introduction（序章） 
第２章：Literature Review（関連先行研究の概観） 
第３章：The Study Context（研究が行われた大学の状況） 
 
動機づけの観点から現状把握を試みた研究（Part 2） 
第４章：Preliminary Study（予備調査 記述的調査と理論的枠組みの決定） 
第５章：Study 1（研究 1  自己決定理論を用いたEMI動機づけの量的研究） 
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第６章：Study 2（研究 2  自己決定理論の三欲求の充足の度合いについての質的調
査） 
介入研究（Part 3） 
第７章： Preliminary Study for Designing an Intervention（予備調査 介入の具体
的方法の決定に向けて） 
第８章：Study 3（研究 3  自己決定理論にもとづいた教育介入の効果：量的方
法） 
第９章：Study 4（研究 4 教育介入の効果の検討：質的方法） 
 
結論部（Part 4） 
第１０章：Conclusion and Implications（結論と示唆） 
 
References（引用文献、127編） 
Appendices (A-H)（付録） 
 
  高等教育の国際化の必要性が叫ばれる中、2000 年頃から英語を媒体言語とし
た専門科目指導（English-Medium Instruction, 以下 EMI）が世界中で急速に広
まっている。学生が教科内容を英語で学ぶことで、自然と英語力が身に付き、一
つの授業で「英語」と「科目」学習が同時に可能になることを期待して始まった
ものであるが、その教育的効果についてはまだ明らかにされていない。このよう
な状況に鑑み、小島氏は、自身が EMI 実施大学において英語教員として勤務し
た経験から、実態は大学が期待するようなものでないことに気づき、また予備調
査（本論文の４章に相当）を通して、現在の EMI は深刻な動機づけの問題を抱え
ていること確認し、動機づけ（特に自己決定理論）の視点から EMI の現状とその
問題点を把握し、より効果的な指導方法を模索することを目的に研究を開始す
るに至った。本調査の目的を、 動機づけの視点から 1）EMI の現状及び問題の所
在の把握、及び 2）教育的介入案の提案・実施及びその効果検証の 2点としてい
る。 
 本博士論文はこれらの目的を達成するために行った Study 1−４の実証研究
（及びその予備調査）を中核として、全 10 章から構成されている。 
 第１〜３章は導入部（Part 1）である。第１章では、まず世界規模で展開する
EMI の現状の把握、さらには日本における状況や、その問題点を提示している。
一方世界の潮流となっている割には、研究がまだ進んでおらず、特に学習者の観
点からこの問題を捉えた研究がほぼ皆無に等しい状況を示している。そこで、日
本の EMI の現状把握と改善のために、動機づけの観点から研究を行う必要性を
唱え、本論の目的の説明に至る。現状把握と教育介入による改善を目的とする、
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本博士論文全体の研究デザインおよび各章の概要が述べられている。 
第２章では、先行研究の文献調査と、それに基づく問題点の指摘を行い、本博
士論文の研究課題を提示している。具体的には、まず、EMI とコンテント重視型
の外国語教育の関連から入り、 両者の違いを述べた上で、 国際的な EMI 研究
分野における研究を概観し、続いて日本の英語学習（EFL）の先行研究、さらに
は日本における EMI に関する先行研究をレビューしている。次に動機づけの観
点から行う調査であるため、応用言語学分野で行われた、学習動機研究を歴史的
に展望した上で、本論の理論的基盤となる、自己決定理論（Deci & Ryan, 1985, 
2000, 以後 SDT）について、概要と先行研究をまとめている。 SDT については、
その理論の概要、つまり内発的動機と自己決定の度合いが異なる 4 種類の外発
的動機、及び、その発達を促す３つの心的欲求（自律性、有能性、関係性の欲求）
について、下位理論を用いて説明している。 
第３章では、本研究が実施された大学について、その大学全体の特徴、英語教
育及び EMI の概要と位置づけについて説明している。さらに、調査実施大学に
おける小島氏の英語教員としての教育経験、及び本調査実施時の立場や役割に
ついても述べられている。また、介入調査をジェンダースタディーズとカルチュ
ラルスタディーズの EMI で実施するに至った経緯を説明し、最後にデータ収集
時に行った倫理的配慮について言及している。 
つづく第４〜６章 (Part 2) は、学習者の観点から現状把握を目指す研究群か
ら成っている。第４章は、先行研究の少ない EMI の調査を開始する上で、研究
の方向性と理論的基盤の選定を目的として行った予備調査である。記述的な質
問紙と有志の面接により、学習者の動機づけの把握と変化を見ていくために自
己決定理論が妥当であること、また、学習者が英語を使う将来ビジョンを持ちつ
つ EMI を履修することから、理想自己・義務自己を鍵概念として使う決定をし
た経緯を示している。 
 次に第５章では、量的調査 Study 1 について報告している。自己決定度・理想
自己などの理論をベースに外国語学習動機と EMI 動機の両方について尋ねる質
問紙を開発し、220 名の学生に実施した。その結果、英語学習への意欲があり、
理想自己が明確で、科目学習意欲の高い人ほど EMI に対して高い内発的動機づ
けをもっていることがわかった。SDT の理論的中核である３つの心的欲求につい
て、EMI 内発的動機づけには有能感の充足が、EMI 同一視的調整には有能感と関
係性の充足が必要であることを見出した。さらに、EMI に対する学習意欲が高い
学生ほど授業理解度も高く、授業外における自主勉強時間も長いことも見出し
ている。Study 1 からは日本人学生は英語学習と科目学習の両方を目的に EMI を
履修していること、EMI においても SDT における心理的 3 欲求（自律性・有能
感・関係性）を充足させることが重要であることを報告している。 
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 第６章の Study 2 では、前章の結果を補完するため面接調査を行い、心理的 3
欲求の充足度について、学生の語りの分析を通して探っている。ここでは、まず
理論に戻り、SDT の３つの心的欲求が満たされない状況とは、どういう心理状況
にあるのかについて、Deci & Ryan の原著と教育心理学分野の先行研究から、こ
の点に絞って吟味するということを行なっている。その上で、自律性、有能性、
関係性それぞれの欲求が満たされないという心理が、どのように対象の語りの
中で現れているかを、丁寧に読み解くという作業をしている。その結果、現在の
EMI では、３欲求が充足されていない様子が浮き彫りにされた。つまり有能感、
関係性の欲求が満たされないことに加え、自分の声が届かず、存在が価値のある
ものとして受け入れられていないという、自立性の欲求が満たされない状況を
描いている。 
 以上の調査から授業理解度を上げ、SDT の枠組みにおける心理的 3欲求を満た
すことで学生の EMI 内発的動機づけを高め、外発的動機づけをより内在化させ
るための教育的介入の必要性が明らかとなり、第７〜９章の介入研究セクショ
ン（Part 3）へ進んで行く。 
 第７章は学生のつまずきや彼らが EMI に期待している教育的アプローチにつ
いて探った予備的調査についての報告である。介入をデザインするための参考
資料として、Study 2 の質的データを再分析した。その結果、留学生とコミュニ
ケーションを取りたい、ライティングに自信がない、語彙が難しくてリーディン
グが進まないなどの具体的な声が集められた。本章の後半では、教育的介入方法
について詳細の説明をしている。 
 第８章では、教育介入を量的に検証した Study 3 について報告している。教育
的介入の結果、介入の前後で、平均値は統計的に有意な水準で上昇しなかった。
しかし、介入前後の動機づけの変化によって、上昇群、維持群、下降群に分けて
詳細を見ていくと、当初 EMI 内発的動機づけが低かった 40%の学生の動機づけが
向上したことを確認している。彼らはコースの後半になっても授業理解度が下
がっていないことから、EMI における授業理解度の重要性が再度示された。 
 第９章では、Study 4 として介入の効果についての質的調査を報告している。
6 人の学生の面接の結果、留学生との小グループ、日本語のオンライン掲示板、
英語のオンライン掲示板の 3つの取り組みが特に有効であったことを示した。6
名中、4名についてケーススタディとして報告している。留学生との小グループ
内において日本人学生は、価値のある個人として承認され(自律性の欲求の充
足)、留学生とのやりとりを通して随時疑問を解決していたこと、(有能感の欲求
の充足)、さらにメンバーを固定したことで留学生との小グループが彼らの居場
所となっていたことが語られた(関係性の欲求の充足)。さらに、日本語のオンラ
イン掲示板は安心して学べる日本人学生のコミュニティを創生していた。また、
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英語による掲示板は自主学習を促し、授業理解度を促進し有能感の欲求の充足
を促していた。以上の結果、介入は英語で学ぶ難しさを解消することはできなか
ったものの、学生の心理的 3 欲求を充足させ EMI 動機づけを維持・向上させる
ことに一定の貢献をしたと報告している。 
 本博士論文の最終章である第１０章 (Part 4) では、本論文で報告された４つ
の研究の結果の要約と、限界点が記述されている。本研究は EMI における日本
人学生の苦しい学習の現状を描き、その解決策として教育的介入を提案・実施し、
その効果を検証した。 EMI という新しいコンテキストにおける 英語学習動機づ
け、特に理想自己というビジョンを持つことの重要性、及び SDT の理論的枠組
みにおいては心理的 3 欲求を充足させることの重要性を明らかにした。数量解
析で確認した有能感充足の重要性だけでなく、コミュニティ創生の役割、すなわ
ち、関係性充足の重要性及び自律性が充足されるという心理の根幹に焦点を当
て、学生の声に耳を傾ける重要性を主張している。 
小島氏は、現場の混乱とは裏腹に、EMI はもはや止められない世界的な現象で
あり、「EMI を行うかどうか」ではなく「EMI をどう教えていくか」を議論してい
かなくてはならない時期であるという認識から、最後に EMI の改善の重要性を
論じている。特に、EMI に備えて英語力を向上するのみならず、EMI の授業内に
おいても英語学習指導を積極的に取り入れていくことの必要性を唱え、本論文
を締めくくっている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：八島智子、竹内 理、守崎
誠一各氏）は、小島直子氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関
する覚書」の論文提出基準を満たしているかどうか確認した。その結果、同氏は、
１）必要単位（10 単位）を取得済みであり、博士論文のテ−マと関連する分野で 
２）論文 3 編（査読あり全国学会紀要掲載論文 1 編を含む）、３）口頭発表 3 回
（うち国際大会 1 回、全国大会 2 回を含む）を有し、４）博士論文聴聞会（2018
年 11 月 24 日）も重大な問題の指摘なく終了しており、論文提出のすべての要
件を満たしていることが確認できたため、研究科委員会（2018 年 12 月 12 日開
催）に報告し、同氏からの論文提出を承認する決議を得た。これを受けて 2019
年 3 月 28 日に小島氏から提出された論文を学位請求論文として受理し、研究科
委員会（2019 年 4 月 24 日開催）において承認された論文審査委員会（主査：八
島智子、副査：竹内 理、副査：守崎誠一各氏；学外委員：林日出男熊本学園大
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学教授）での審査に入った。同時に所定の閲覧期間と手続きをもって、研究科構
成専任教員への論文開示も行った。 
 提出された英文論文（225 頁）では、英語開講専門科目（EMI）が、もはや世
界の大学教育において避けられない潮流となっている現状を踏まえ、これまで
ほとんど実態がわかっていない日本における EMI の問題点を学習者の動機づけ
という観点から調査し、外国語学習の観点からその改善の可能性を模索した意
欲的な論文である。本論文では、EMI や言語学習動機づけに関する広範囲な文
献の渉猟を行っており、引用文献リストに記された文献の数は 127 編にのぼる。
方法論的には、学生の動機づけの全体像を調査するために行った質問紙法を用
いた量的調査、介入の効果を見るための量的調査と、それぞれの局面で現象学的
に学習者の心理を面接で探る質的研究を組み合わせており、いわゆる混合法を
用いている。特に自己決定論という理論の本質を深く理解した上で、その根幹で
ある人間の動機づけに関わる３つの欲求がどのように満たされているか、ある
いは満たされていないかを、半構造化面接とオープン・コーディング及びカテゴ
リー化のプロセスにより丁寧に読み解き、学習者の心理を浮き彫りにしている。
この作業を通して、学ぼうとするものの視点から EMI の抱える問題点を鮮やか
に描いた点は高く評価できる。 
 上記に加え、以下の６点からも、本論文は優れているものと判断することがで
きる。 
 
（１） 現在世界的な潮流であるにもかかわらず研究が極めて少ない
（日本ではほとんど先行研究のない）EMI を調査する新規性
と希少性、 
（２） SDT 理論の根幹を成す人間の 3 つの欲求の充足度と EMI にお
ける動機づけの関係について、特に自立性への欲求の充足が、
このコンテキストにおいて何を意味するのかという点につい
て深く追求したこと、 
（３） 実態の把握だけでなく改善のための介入研究を行ったこと、 
（４） 自らが教える授業における介入ではなく、当該専門科目担当
者が教える授業における介入を、授業者や TA と綿密な準備
を行った上で実施し、研究の客観性を担保したこと、 
（５） EMI という新たな教育環境での SDT の妥当性を検証したこ
と、 
（６） EMI という教育環境における、外国語学習動機づけの重要性
を証明し、外国語学習の観点からの介入の必要性を唱えたこ
と。 
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 なお、本論文では、研究参加者に対して十分な説明をおこない、彼らが同意の
もとで参加する（あるいは辞退する）形式を採用していた。また、研究のいかな
る時点でも、自らの意思でデータを撤回することを参加者に許容しており、研究
倫理の面からも問題がないものと考えられる。 
 
 以上より、小島直子氏の学位請求論文が、研究の方法や内容、記述の体裁や論
理などすべてにおいて、本研究科の博士号に値する水準にあることを、審査委員
会一同が認めた。 
 
